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とした。その後の寛永 14 年（1637）、新開地が幕領に編入される。正保期（1644 ～ 48）の『武蔵田園簿』
によれば、当時の寺方村の石高は、192.622 石（田方 107.628 石・畑方 84.994 石）で、内訳は、室喜三







№ 13 では浅井七平元重とある）の知行所へ編入され（入間郡鯨井村 220 石が川越領へ編入されたため、
多摩郡下田村・中和田村・寺方村へ知行替え）、さらに、元禄 10 年の地方直しで残る幕領分が旗本曽
我祐忠の采地（多摩郡内で 600 石）に組み入れられている。
　近世中期以降の寺方村（旧幕領分）は、曽我知行所が 33.5945 石、浅井知行所が 29.3445 石で、この
ほかに村内に所在する寿徳寺の朱印地 7石が加わる形をとった。元治元年（1864）の「村高家数人別
取調帳」（佐伯家文書№ 12）によれば、曽我知行所分の家数は 8軒、人数は 47 人（男 20 人・女 27 人）、






は、幕領（～元禄 7年）、幕領・浅井知行所兼帯（元禄 7～ 11 年）、曽我・浅井知行所兼帯（元禄 11
～寛政 7 年）、曽我知行所単独（寛政 7 ～明治 2 年）、寺方村三組（明治 2 ～ 5 年）という形となる。
歴代当主の系譜については、関係資料に乏しく未詳であるが、元禄 7年に名主として登場する善右衛
門を初見とし、以後、善右衛門（名主就任：宝暦 4年～）、善次（郎）（安永 8年～）、善右衛門（寛政












ことが定められ、明治 6年 5月には、神奈川県独自の区画改正が行われて（区番組制）、寺方村は第 8
区 9 番組に編成された。同年 12 月には、それぞれの番組に戸長・副戸長、村に村用掛を置く旨が通




　明治 11 年 7 月 22 日の三新法制定に伴い、同年 11 月 18 日には多摩郡が西・南・北の 3つに分割され、
寺方村は南多摩郡に属すことになった。なお、南多摩郡には 2つの「寺方村」が存在したため、現多
摩市の寺方村は「東寺方村」と変更された。善四郎はその後も引き続き村の公職を務めており、明治
12 ～ 13 年には東寺方村の村会議員として「佐伯善四郎」の名前が見られる（『多摩市史通史編 2近現









の結果、大項目は、1. 寺方村名主、2. 寺方村三組惣代名主、3. 明治期公職、という公的組織に関わる
3つの項目と、4. 石坂家という家に関わる私的な文書、さらに、大木箱の中に混入していた佐伯家文
書以外の 5. 混入文書の 5項目とした（以下、　　　は大項目、　　　は中項目、「　」は小項目を示す）。







政事務の性格や機能にしたがって、1. 触書・達書、2. 請書・届書、3. 土地、4. 年貢・諸役、5. 地頭所
御用、6. 伝馬・助郷、7. 井堰・用水、8. 御鷹方御用、9. 日野宿寄場組合、10. 村方諸色勘定、11. 村政、
12. 人別、13. 出入・変事、14. 変災・飢饉、15. 寺社、16. 包紙・断簡・白紙など、の 16 項目に編成した。
1. 触書・達書（9レコード、文禄 3年～明治 2年）
　この項目には、幕府および寺方村領主の旗本浅井氏・曽我氏から発せられた触書・達書を収録した。
　旗本浅井氏は、初代元近が三河国額田郡大樹寺村に住して徳川家康に仕えて以来、歴代にわたり徳




享保 5年 5 月 29 日相続）―元知（元武の嫡孫、喜太郎・小右衛門、寛政 3年 3 月相続）―元豹（楯之
助、文化元年 12 月 25 日相続）―元定（吉太郎・小右衛門、文政 2年閏 4月相続）―元褒（永之丞、天










　「1. 御用留」（4レコード、天保 12 年～明治 2年）および「2. 触書・達書」（5レコード、寛政 4年）では、
幕府・地頭役所から発せられた令達を書き留めた御用留および個別の触書・達書を収録した。
2. 請書・届書（15 レコード、元禄 16 年～明治 2年）
　この項目には、幕府・旗本領主の令達に対して提出した請書や、村方から上申された届書などを収
録した。
3. 土地（42 レコード、文禄 3年～明治 2年）
　「1. 検地」（3レコード、文禄 3年）には、文禄 3年（1594）の「武州多西郡関戸郷」の検地に関わる
文書、「2. 高反別」（9レコード、明治 2年）には、「高反別田畑位訳其外調書控」をはじめとする石高・
反別に関わる文書、「3. 地所」（2レコード、近世）には、百姓の所持地や地境に関わる文書、「4. 山林」（1
レコード、元治 2年）には、百姓の持山に関する文書、「5. 入会」（27 レコード、元禄 2年～享保 5年）
には、芝間・秣場などの入会出入に関する訴状・返答書・裁許証文・裁許絵図などを収めた。




　「1. 名寄帳」（10 レコード、寛永 14 年～天保 7年）は、検地帳の記載内容を名請人ごとに整理した
もので、年貢賦課台帳として機能した。
　「2. 検見」（11 レコード、享保 5年～天保 7年）には、田方の内見帳・合毛帳など、検見にともなっ
て作成された帳簿類を収めた。
















　「8. 秋成」（6レコード、文久 3年～明治 2年）は、毎年 9月に実施された秋成年貢の取り立てに用
いられた帳簿である。
　「9. 田方庭帳」（8レコード、文政元年～嘉永 7年）は、毎年 10 月下旬から 11 月にかけて行われた
田方年貢の取り立ての際に記帳されたもので、百姓ごとに差し出した物成高が記されている。
　「10.取立勘定」（130レコード、寛政9年～明治2年）には、「田方」「畑方」に関わる年貢取立帳を収めた。
この帳簿は、「6. 夏成」「8. 秋成」「9. 田方庭帳」などの年貢取り立ての現場で用いられた帳簿をもとに、
改めて各百姓の年貢納入高をまとめたもので、後日の証拠とするため、原則として末尾に小前百姓と
村役人の連印が付されている。
　「11. 小物成・高掛物」（6レコード、享保 8年～慶応 2年）には、「小物成勘定帳」などの小物成や
高掛物に関する文書を収めた。寺方村が上納した小物成には、大豆・荏・草わらなどがあり、大豆・
荏については、領主から代銭が支払われていた。







　「14. 皆済勘定」（105 レコード、寛文 7年～慶応 3年）には、毎年 11 月～ 12 月に作成された田畑
年貢勘定帳を収めた。この帳簿も、「10. 取立勘定」に納めた年貢取立帳と同様に、原則として末尾に
小前百姓と村役人が連印する形式をとり、証拠能力を持たせている。



















　「1. 諸事控帳」（10 レコード、嘉永 2年～慶応 3年）は、地頭所向きの御用の数々を日を追って書
き留めた帳簿である。「2. 地頭所給金」（7レコード、嘉永 6年～文久 4年）には、「御地頭所給金割合帳」
や「御地頭所給金割取立覚帳」など、旗本領主の家臣や奉公人らの給与として賦課された上納金の割

































　「1. 岩堰」（6レコード、寛政 5年～天保 11 年）には、岩堰の絵図や岩堰からの分水を利用する田
方の反別などに関する文書を収録した。「2. 御普請願い」（2レコード、天保 13 ～明治 2年）は、決壊
した岩堰および大破した用水路について、幕府の費用負担で修復を行ってほしいと願い出た文書を収
めた。「3. 普請用材」（3レコード、元禄 4年～元禄 7年）は、井堰や用水路の普請に用いる松木の調
達に関わる文書である。「4. 出人足書上」（20 レコード、寛政 7年～慶応 2年）には、普請に徴発され






ら取り入れる用水路の 5ヶ村 7給組合と、大栗川から取り入れる用水路の 2ヶ村 4給組合に所属して
いたことが知られる。










　「1. 村々議定」（1レコード、文政 4年）は、浪人体の者や諸勧化の改めに関する 20 か村による議




























　「4. 伝馬村入用」（26 レコード、文化 15 年～慶応 4年）には、曽我・浅井知行所から差し出した伝
馬人足を書き込んだ「御伝馬出人足村入用帳」などを収録した。これらの表紙には「寺方村名主両組」「両
給」などと記されていることがあり、この種類の帳簿が両知行所の負担分の書上であることがわかる。
この「伝馬村入用」を知行所ごとに割り分けたのが、「5. 伝馬村入用知行所割」（52 レコード、安永 4
年～明治元年）に編入した帳簿である。表題では単に「日野宿御伝馬村入用勘定帳」などと記されて
いるため、小前百姓の差引勘定帳簿と区別しにくいが、末尾の部分が両知行所の名主の連印となって
いるので、見分けることが可能である。「6. 伝馬村入用差引勘定」（64 レコード、寛政 8年～明治 2年）
は、「伝馬村入用」を各知行所で小前百姓に割り掛け、出人足の賃銭を相殺して、百姓ごとの負担額を
示した帳簿である。










　「11. 下げ金」（21 レコード、享保 8年～寛政 8年）には、領主から支払われた堰扶持米・大豆代・
小豆代などに関わる文書を収めた。これらの下げ渡し金は「村入用」や「岩堰村入用」を差引勘定する
際に百姓の利得分として負担額と相殺された。
11. 村政（23 レコード、元禄 11 年～明治 2年）
　この項目には、村政運営の基本的な事務に関わる文書について「1. 村議定」（2レコード、元禄 11年）、
「2. 村明細書上」（4レコード、享保 10 年）、「3. 五人組」（2レコード、宝暦 13 年～明治 2年）、「4. 持
高書上」（7レコード、元禄 11 年～嘉永元年）、「5. 村役人」（1レコード、安永 8 年）、「6. 高札」（1レ
コード、明治 2 年）、「7. 村絵図」（1レコード、近世）、「8. 諸願」（2レコード、近世）、「9. 来訪人」（1






12. 人別（15 レコード、元禄 10 年～明治 2年）
　この項目には、村の人別管理に関わる事務文書を収録した。
　「1. 宗門改め・人別改め」（8レコード、元禄 10 年～明治 2年）には、「宗門人別改帳」および「人別
改帳」を掲載した。なお、宝永 5年「子ノ年人別改帳」（№ 14-3）は、宗門関係の記載はなく、人別の




13. 出入・変事（29 レコード、安永 8年～嘉永 2年）
　この項目には、村で起こった争論や変事に関する文書を収録した。
　「1. 村方出入」（7 レコード、安永 6 年～天保 15 年）には、村政運営をめぐって起こった村方出入
に関する文書を収めた。寺方村での村方出入については、安永 6 年（1777）の名主・組頭不法出入、
寛政 5 年（1793）の年貢皆済目録連印拒否出入、同 7 年の両給仕来り破りに関する出入、天保 15 年
（1844）の要蔵不正出入などが確認できる。
　「2. その他の出入」（11 レコード、延享 2年～寛政 9年）には、延享 2年（1745）の組頭伝兵衛の口
論に関する出入、寛政 6年の百姓忠次 ･只七に対するつきあい差し止め出入、寛政 9年の百姓孫兵衛
相続出入、文化 8年（1811）の上田村五左衛門の跡式相続出入などに関する文書を編入した。
　「3. 甚五郎一件」（11 レコード、弘化 2年～嘉永 2年）は、寿徳寺の元奉公人で独立して一家を構
えた甚五郎という人物が、弘化 2年（1845）に妻たつを殺害して逃亡するという事件に関する文書で、
吟味書類や村預けになった甚五郎の家財の書上、事件にかかる入用帳などが残されている。















領の年貢勘定や小作管理などを肩代わっていたことが知られる。「4. 東医庵」（5レコード、享保 11 年
～元治元年）には、寿徳寺住持の兼帯管理となる東医庵（資料には「東伊庵」と書かれている場合も多
い）に関する文書を収めた。東医庵は、かつては独立した一寺で「一揆百姓」と呼ばれる旦那・小作
人あるいは門前百姓などの集団があったと推測されている。享保 13 年（1728）の口上書（№ 237-1）で
は、村の平右衛門が持つ田畑の中に元来の東医庵の所持地があったのではないか、平右衛門も一揆百
姓ではないか、といった主張が惣百姓から地頭所へ伝えられ、平右衛門がこれを否定している。「5. 東




ド、天保 8年）には、関戸村の篤次郎が修堂金 15 両を寺方村組頭の善九郎から借用したときの証文
を収めた。「7. 山神社」（8レコード、文化 5年～天保 9年）には、村の鎮守で寿徳寺境内にある山神
社の修復・普請に関わる入用帳などを編入した。「8. 祭礼」（1レコード、寛政 7年）には、祭礼執行
に関する願書や奉納書上を収めた。
16. 包紙・断簡・白紙など（25 レコード、元禄 9年）
　この項目には、近世の村方関係ものと推定される断簡や、包紙・白紙・紙縒・付箋などを収めた。




務のあり方にしたがって、1. 布告・令達、2. 請書・届書、3. 土地、4. 年貢・諸役、5. 継立人足、6. 井堰・
用水、7. 日野宿寄場組合、8. 村方諸色勘定、9. 村政、10. 人別・戸籍、11. 訴訟、12. 社寺、の 12 項目
に編成した。
1. 布告・令達（16 レコード、明治 2年～明治 4年）
　この項目には、明治政府や神奈川県から発せられた規則や触書などを収録した。
　「1. 御用留・触書写」（12 レコード、明治 2年～明治 4年）には、御用留や触書を書き写した資料
を収めた。「2. 廻状」（4レコード、明治 2年～明治 3年）には、神奈川県から寄場組合を介して順達
された廻状を編入した。
2. 請書・届書（13 レコード、明治 2年～明治 4年）
　この項目には、神奈川県の令達に対する村方からの請書や、村から提出された届書などを収めた。
3. 土地（11 レコード、明治 2年～明治 5年）
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　この項目には、土地の管理に関する文書を収録した。
　「1. 検地帳」（1レコード、明治 2年）には、明治 2年（1869）に神奈川県の出役へ提出した寛永 14
年（1637）の検地帳抜粋を編入した。「2. 高反別」（8レコード、明治 2年～明治 3年）には、神奈川裁
判所へ提出した「高反別田畑位訳其外調書」や「田畑過不足取調帳」などを収めた。「3. 山林」（2レコー
ド、明治 2年）は、村持山の引き分け帳や堰山・芝地の帰属願いである。
4. 年貢・諸役（57 レコード、明治 2年～明治 6年）
　この項目には、年貢・諸役の収取・賦課に関わって作成された文書を、おおむね 1年間の事務の流
れに沿って、「1. 名寄帳」（5レコード、明治 2年～明治 3年）、「2. 反別書上」（6レコード、明治 2年
～明治 6年）、「3. 検見」（15 レコード、明治 2年～明治 4年）、「4. 減免」（1レコード、明治 3年）、「5. 年
貢割付状」（2レコード、明治 2年～明治 3年）、「6. 取立勘定」（12 レコード、明治 2年～明治 4年）、「7. 小
物成」（1レコード、明治 2年）、「8. 国役金」（2レコード、明治 3年～明治 4年）、「9. 買納・石代納」（4
レコード、明治 3年～明治 4年）、「10. 皆済勘定」（3レコード、明治 2年～明治 3年）、「11. 年貢請取状」（1
レコード、明治 2年）、「12. 過納」（2レコード、明治 3年）、「13. 収納米永書上」（3レコード、明治 2
年～明治 3年）の順に編成した。このうち「12. 過納」は、明治 2年分の寺方村上組の年貢を多く取り
過ぎてしまったため、神奈川県より返納を受け、小前百姓へ下げ渡したときの文書である。
5. 継立人足（10 レコード、明治 2年～明治 4年）
　この項目には、日野宿への伝馬人足および横継往還御用掛人足に関する文書を収録した。
　「1. 日野宿伝馬」（3レコード、明治 3年～明治 4年）には、日野宿への伝馬人足に関する書抜帳・
入用帳を、「2. 横継往還御用掛人足」（7レコード、明治 3年～明治 4年）には、神奈川県からの通達
や荷物などを継ぎ立てる横継往還御用掛人足に関する書き出し帳などを収めた。




8. 村方諸色勘定（13 レコード、明治 2年～明治 7年）
　この項目には、一般の「村入用」や「伝馬村入用」「岩堰村入用」などの書き出し・割り掛けに関す
る文書を収録した。
　「1. 村入用」（7レコード、明治 3年～明治 4年）には、「村入用」「伝馬村入用」「岩堰村入用」など
の書上帳を収めた。「2. 諸色差引勘定」（6レコード、明治 3年～明治 7年）には、これらに石代残金・
田方年貢・畑方年貢の一部を加えた百姓ごとの負担額の差引勘定に関する文書を編入した。
9. 村政（15 レコード、明治 2年～明治 4年）
　この項目には、村政に関わる事務文書を、「1. 村明細書上」（6レコード、明治 3年）、「2. 持高書上」（1
レコード、明治 2年）、「3. 村役人」（3レコード、明治 2年～明治 4年）、「4. 備荒」（4レコード、明治 4年）、
「5. 旧記」（1レコード、明治 4年）の 5つに分けて編入した。このうち「3. 村役人」には、明治 2年（1869）
7 月に神奈川県の出役へ提出した寺方村三組への組分け願いや明治 4年 2月の組頭退役願いなどを収
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めた。「4. 備荒」は、凶賢用意貯金の積み立てに関する文書、「5. 旧記」は、「御触書古器旧物類写」である。
10. 人別・戸籍（25 レコード、明治 2年～明治 4年）
　この項目には、人別管理や戸籍作成に関わる文書を、「1.戸籍作成」（4レコード、明治3年～明治4年）、
「2.人員取調」（4レコード、明治3年～明治4年）、「3.人別送り」（9レコード、明治2年～明治4年）、「4.養
老扶持」（5レコード、明治 3年～明治 4年）、「5. 家出・帳外し・帰住」（3レコード、明治 3年～明




12. 社寺（24 レコード、明治 3年～明治 6年）
　この項目には、社寺に関する事務文書を、「1. 社寺取調」（11 レコード、明治 3年～明治 6年）、「2. 寿
徳寺」（1レコード、明治）、「3. 山神社」（11 レコード、明治 3年）、「4. 稲荷社・山王社」（1レコード、
明治 3年）の 4つに分けて編入した。このうち「2. 山神社」には、明治 3年（1870）の山神太鼓購入に
関わる勧化や借用金についての文書を収めた。「4. 稲荷社・山王社」には、寿徳寺境内地にある小社の
普請入用帳を編入した。
3. 明治期公職（26 レコード、明治 2年～明治 6年）
　この大項目には、佐伯善四郎が明治期に就いていたことが確認できる公職に関わって佐伯家に集積
された文書を、1. 寺方村代議人、2. 連合戸長役場筆生、という 2つの中項目に分けて編成した。
1. 寺方村代議人（25 レコード、明治 7年～明治 11 年）
　大区小区制施行後の明治 7年（1874）6 月、神奈川県は代議人選挙に関する通達を小区へ送り、村
の代議人を定めるように命じた。このとき佐伯善四郎は、寺方村代議人の 1人に選出されたものと見




残されている。この項目では、こうした文書を、「1. 布告・令達」（4レコード、明治 10 年～明治 11 年）、
「2. 用務」（2レコード、明治 8年）、「3. 土地」（9レコード、明治）、「4. 貢金」（10 レコード、明治 7年）
の 4つに分けて掲載した。
2. 連合戸長役場筆生（1レコード、明治 14 年）
　明治 12 年（1879）2 月、関戸・東寺方・乞田・貝取の 4ヶ村は連合して戸長を選出することで合意し、
連合戸長役場が設けられた。このとき佐伯善四郎は筆生の役職に就いたと考えられ、明治 14 年 7 月
の「荒地地券状相渡帳」（№ 152）には、筆生として佐伯善四郎の名が見られる。
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4. 佐伯家（160 レコード、元禄 2年～昭和 12 年）
　この大項目には、佐伯家の私的な営為にともなって蓄積された文書を、1. 経営、2. 家政、3. 寿徳寺
旦那惣代、4. 山神社氏子総代、5. 白紙、という 5つの中項目に分けて編成した。佐伯家の私的な文書
は、文書群全体の約 10％程度で、他の一般的な文書群に比べると比較的少ない。
1. 経営（63 レコード、元禄 2年～明治 32 年）
　この項目には、佐伯家の経営に関わる文書を、「1. 万控帳」（4レコード、元治 2年～明治 24 年）、「2. 金
銀出入帳」（1レコード、万延元年）、「3. 金銭貸借」（7レコード、天保 3年～明治 32 年）、「4. 土地」（6
レコード、延宝 7年～明治 31 年）、「5. 地券」（41 レコード、明治 12 年～明治 17 年）、「6. 山林」（2レ









2. 家政（90 レコード、宝永 5年～昭和 12 年）
　この項目には、佐伯家の家政に関わる文書を、「1. 由緒」（1レコード、近世）、「2. 家族」（2レコード、
宝永 5年～明治 2年）、「3. 家産・家計」（7レコード、明治 23 年～明治 33 年）、「4. 租税」（1レコード、
文化 6年）、「5. 日記」（1レコード、大正 12 年）、「6. 普請」（2レコード、明治 26 年～明治 27 年）、「7. 慶弔」
（3レコード、昭和 7年）、「8. 賞状・証書」（60 レコード、明治 31 年～昭和 12 年）、「9. 教育会」（1レコー
ド、大正 14 年）、「10. 兵事」（1レコード、明治 19 年）、「11. 変災」（3レコード、明治 22 年）、「12. 信




の離婚媒酌に関する書付を収めた。「3. 家産」には、明治 23 年の祖母の置金の配分に関わる証文や佐
伯家の金銭の出入りに関わる文書を編入した。「4. 租税」には、文化 6年（1809）の善九郎へ宛てた「田
畑御年貢請取覚帳」を収めた。「5. 日記」は、大正 12 年（1923）の「家事日記帳」である。「6. 普請」には、
明治 26 ～ 27 年の家普請のものと推定される「木挽人夫控帳」「大工人夫控簿」を編入した。「7. 慶弔」
には、婚儀に関わる結納目録や祝儀金に関わる文書を集めた。「8. 賞状・証書」には、学校から授与さ
れた修業証書・卒業証書・精勤証などの証書類、学校建築に貢献した際の感謝状、消防組小頭任命書
などの辞令証書などを収めた。「9. 教育会」には、大正 14 年に南多摩教育会が発行した講習会の受講
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証を編入した。「10. 兵事」は、明治 18 年に東京鎮台が佐伯喜太郎へ差し出した輜重輸卒補充員に関す








































































8 （殿様御逝去に付普請･鳴物停止等に付触書）　 （近世） 6月 17日  横切紙 /（下部に
しみあり）・1通
207































































20 米雑穀有高一村限書上帳 ＊（雛形）/（表紙のみ）　 （近世）  竪紙 ・1通 351























































31 （田畑反別･村持山･百姓持山書上） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 357








34 （寺方村浅井小右衛門知行所村高･反別書上） ＊（下書）　（近世）  竪紙 ・1通 393

























































































































































































































































79 巳ノ年田方御検見帳　寺方村名主平右衛門･組頭伝兵衛 享保10年 巳ノ 9月  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
27-3
80 田方内検見合毛改帳　寺方村名主善九□（郎） 文政4年 巳 9月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈4丁墨〉
483




82 田方内検見帳 ＊（前後欠）　寺方村 天保7年 申 □月  横長半 /（破損）/
（綴じ外れ）・1冊
496

























































































































































































































































































132 卯年可納割付之事 ＊（後欠）　→寺方村 （近世） 卯  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-89
133 寺方村酉年年貢割付　→（寺方村） （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-3
134 寺方村子之年貢割付　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-22
135 □寺方村申之年貢割付　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-32
136 寺方村未之年貢割付　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-33
137 武州多磨郡日野領寺方村午御年貢割付之事　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-38
138 （寺方村年貢割付状）　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-45





140 （年貢割付状）　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-53
141 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-61
142 （寺方村年貢割付状） ＊（後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-62
143 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-63-1
144 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-63-2
145 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-63-3
146 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損あり） 
・1通
297-64
147 当卯御成箇可納割付之事 ＊（後欠）　→武州多摩郡寺方村 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-70






150 寺方村未之年貢割付　→（寺方村） （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-90






153 （年貢割付状） ＊（前後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-108
154 （年貢割付状） ＊（前後欠）　→寺方村 （近世）  竪紙 /（虫損甚大） 
・1通
297-109




156 夏成御年貢請取覚帳　寺方村名主 寛政10年 午 6月 吉日  横長半 /（帳外れ） 
・1冊〈1丁墨〉
562























162 去ル巳より来五月畑方夏成納辻書抜帳　 （近世）  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈7丁墨〉
295-22













166 大豆御年貢取立帳　多摩郡寺方村名主善九郎 享和元年 酉 9月 吉日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
51-2
















171 大豆取立帳　名主平右衛門 加（嘉）永2年 酉 8月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
51-7-1




173 大豆御年貢取立帳　名主平右衛門 嘉永7年 寅 8月 朔日  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈2丁墨〉
51-8
174 午とし大豆御年貢取立覚帳　名主善九郎 安政5年 午 8月  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
51-9
175 未年大豆御年貢取立覚帳　名主善九郎 安政6年 未 8月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
46-9
176 大豆御年貢取立帳　名主代長松 文久3年 亥年（ﾏﾏ） 8月  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈3丁墨〉
51-10










179 秋成御年貢取立帳　名主代長松 文久2年 戌 9月 13日  横長半 /（破損）・
1冊〈3丁墨〉
465








182 畑方秋成御年貢取立帳　善四郎 慶応元年 丑 9月 日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
54-3
183 畑方秋成御年貢取立帳 ＊（表紙後筆）｢済｣　名主善四郎 慶応3年 卯 6月 吉日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈2丁墨〉
54-4




187 田方御年貢庭取立帳　寺方村名主善九郎 文政元年 寅ノ 11月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
56















192 田方御年貢庭帳　名主平右衛門 加（嘉）永3年 戌 11月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
46-5
193 田方御年貢庭帳　名主平右衛門 加（嘉）永4年 亥 11月 21日  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈4丁墨〉
46-6

































































































212 当午ノ畑方御年貢小物成指引勘定帳　寺方村名主善九郎 文化7年 12月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
38-6-3































































































231 （寅年田方畑方年貢取立帳関係綴）　 （文政元年 11月）  綴 /（38-12-1～2
は一綴）・1綴
38-12




























































































































































263 畑方御年貢勘定･小物成差引帳　寺方村名主善九郎 天保7年 申 12月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
38-23-2
264 田方御年貢取立帳　名主善九郎 天保7年 申 11月 日  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈6丁墨〉
38-24









































273 田畑御年貢取立帳　 ＊（下書）　善九郎 天保14年 卯 11月  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈11丁墨〉
471
274 田畑御年貢取立帳　名主善九郎 天保15年 辰 11月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈24丁墨〉
38-31




276 田方御年貢取立帳　名主善九郎 弘化2年 巳 11月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
47-1













280 田畑御年貢取立帳　名主平右衛門 加（嘉）永2年 酉 11月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈20丁墨〉
38-35








283 田方御年貢取立帳　名主平右衛門 嘉永6年 丑 11月  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
463
284 田畑御年貢取立帳 　名主善九郎 安政2年 卯 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈18丁墨〉
38-38
285 田方御年貢取立帳　名主善九郎 安政3年 辰 11月  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
47-2






287 巳田方御年貢取立覚帳　名主善九郎 安政4年 巳 11月  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈3丁墨〉
47-3




289 午田方御年貢取立帳　名主善四郎 安政5年 午 11月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
482




291 田畑御年貢取立覚帳　名主善九郎 （安政6年 未 11月ヵ） 横長半 /（破損あ
り）・1冊〈13丁墨〉
460
292 田方御年貢取立覚帳　名主善四郎 安政6年 未 11月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
481
293 田方御年貢取立覚帳　名主善九郎 万延元年 申 11月 16日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
47-4
294 田畑御年貢取立帳 　名主善九郎 万延元 申年 12月 吉日  横長半 /（虫損あ 
り）・1冊〈12丁墨〉
38-41
296 田方御年貢取立帳　名主代長松 文久2年 戌 11月 22日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
466
297 畑方御年貢取立帳　名主代 文久2年 戌 12月 5日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
464




























































308 田方御年貢帳　（寺方村） 明治2年 巳 正月 日  横長半 /（水損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
47-10
309 （巳年田畑御年貢取立帳関係綴）　 （明治2年 3月）  綴 /（38-42-1～2
は一綴）・1綴
38-42
310 田畑御年貢取立帳 　（寺方村） 明治2 巳年 3月  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
38-42-1
311 畑方御年貢取立帳 　（寺方村） 明治2 巳年 3月  横長半 ・1冊〈13
丁墨〉
38-42-2










314 田畑御年貢取立帳 ＊（表紙のみ）　名主 （近世） 亥 11月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊
349
315 ［　　］（御年貢取）立帳　名主代長松 （近世）3年 ［　］月 17日  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
512
316 （寺方要蔵分ほか田方御年貢取立書上）　 （近世）  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈2丁墨〉
312
317 （御年貢取立勘定帳） ＊（前欠）　 （近世）  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈13丁墨〉
326
318 （畑方御年貢取立勘定帳ヵ） ＊（断簡）/反故紙を再利用　（近世）  横折紙 ・1通 383
319 （二郎左衛門ほか田畑屋敷取米永書上）　 （近世）  横折紙 ・1通 384
320 （畑方御年貢取立勘定帳ヵ） ＊裏面に覚（訴訟文断簡）あり　（近世）  横折紙 ・1通 386




322 （房次郎分ほか取立年貢書上）　 （近世）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
396
323 （辰年只七分ほか取立年貢書上）　 （近世）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
443









































332 （高掛物に付勘定差引覚） ＊（前後欠）　 （近世）  横折紙 /（破損甚
大）・1通
428
333 （高掛物に付覚） ＊（断簡）　 （近世）  横折紙 /（破損甚
大）・1通
433





335 当午ノ国役割付覚帳　寺方村名主 寛政10年 10月 吉日  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈2丁墨〉
65
336 当丑ノ国役勘定帳　寺方村名主 文化2年 10月 日  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
66
337 （川々国役金･寿徳寺御朱印地国役書上）　寺方村 （近世）  竪切紙 /（虫損あ
り）・1通
218-8
338 亥年国役割　 （近世）  切紙 /（虫損甚大）・
1通
444











341 （米相場5番より10番まで売掛書上）　 （近世）  半 ・1冊〈5丁墨〉 295-16













































































































































































































































384 当亥御年貢帳　寺方村 寛政3年 12月  横長半 /（鼠食損
甚大）・1冊〈9丁墨〉
523




























390 水押場所引方被下割合勘定帳　寺方村名主善右衛門 寛政8年 辰ノ 11月  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
42-9-2











































































































































































































































































436 （寺方村納辻内訳ほか御年貢書上）　 （近世）  半 /（虫損あり）・
1冊〈3丁墨〉
219
437 当未田畑御年貢皆済勘定 ＊（下書）　 （近世）  半 /（虫損あり）・
1冊〈3丁墨〉
297-19
438 亥年勘定覚（御年貢納米書上） ＊（後欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚大）・
1通
297-94
439 （寺方村御年貢勘定帳） ＊（断簡）　 （近世）  横折紙/（破損甚
大） ・1通
340
440 （田畑御年貢勘定帳） ＊（前後欠ヵ）　 （近世）  横長半 /（綴じ外
れ）・1冊〈3丁墨〉
452




442 ［　　］貢［　　］帳（御年貢勘定帳）　名主平右衛門 （近世）  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
510
443 （寺方村年貢勘定帳） ＊（断簡）　 （近世）  横長半 /（綴じ外
れ）・1冊〈1丁墨〉
541
444 （寺方村年貢勘定帳） ＊（断簡）　 （近世）  横長半 /（綴じ外
れ）・1冊〈1丁墨〉
542
445 （寺方村年貢勘定帳） ＊（断簡）　 （近世）  横長半 /（綴じ外
れ）・1冊〈1丁墨〉
557


















































































































































































































































































































































505 田畑御年貢皆済御目録帳（曽我知行所分）　 加（嘉）永2年 酉 12月  竪帳 /（鼠食損甚
大）・1冊〈2丁墨〉
519











































































































































529 亥年御年貢米永皆済勘定目録　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-30
530 午御収納皆済目録（武州多摩郡寺方村）　＊（下書） （近世）  竪紙 ・1通 297-44
531 ［　］御年貢米金皆済目録之事　 （近世）  竪継紙 /（虫損甚
大）・1通
297-47










































542 巳御年貢皆済勘定目録 ＊（後欠）　→寺方村 （近世）  竪紙 /（虫損甚大）・
1通
297-111

































































557 （畑地･山林反別書上） ＊（断簡）　 （近世）  半 ・1冊〈1丁墨〉 563-2
1.4.18.収納米永書上



































565 巳年畑永（曽我･浅井上知分夏成･秋成金高書付）　 （明治2年）  竪紙 /（破損あり）・
1通
395









568 （卯年物成書上覚）　 （近世）  竪紙 ・1通 398
569 去亥より五ヶ年書上帳 ＊（表紙のみ）　武州多摩郡寺方村（近世）  半 ・1冊〈1丁墨〉 459









572 御地頭所御用向諸事附込帳　名主平右衛門 加（嘉）永5年 子 正月 日  横長半 ・1冊〈12
丁墨〉
115-1
573 御地頭所御用向諸事控帳　名主平右衛門 嘉永7年 寅 正月 日  横長半 ・1冊〈15
丁墨〉
115-2
574 御地頭出金畑方御年貢蔵米諸事控帳　平右衛門 安政2年 4月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈9丁墨〉
484-3






576 御地頭様畑方御年貢蔵米諸事控帳　佐伯善九郎 安政7年 申 正月 吉日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
116-2
577 御地頭所諸御用控帳　善四郎 慶応2年 寅 正月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
116-3
578 御地頭所諸事覚帳　 慶応3年 卯 正月 日  横長半 /（鼠食損
甚大）・1冊〈7丁墨〉
115-3










581 御地頭所給金割合帳　名主平右衛門 加（嘉）永6年 丑 3月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
114-1




583 御地頭所給金割合帳　名主善九郎 安政3年 辰 3月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
114-3
584 御地頭所様御給金割合取立覚帳　名主善九郎 安政5年 午 3月  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
114-5
585 御地頭所給金割取立覚帳　名主善九郎 安政6年 未 3月 吉日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
114-4
586 御地頭所御給金割合取立帳　名主善九郎 安政7年 申 3月 吉日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
114-6







































596 御地頭所御用金取立帳（金4両･銭40文に付）　名主善九郎 安政3年 辰 4月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
119-1




















































608 （異国船渡来に付出人足･御役金関係綴）　 （嘉永7年 2月 ～3月） 綴 /（124-2-1～2
は一綴）・1綴
124-2
609 異国船出人足割合帳　名主平右衛門 嘉永7年 寅 2月 日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
124-2-1
610 殿様御乗出ニ付御役金割合帳　名主平右衛門 嘉永7年 寅 4月 20日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
124-2-2
611 御上洛ニ付御供 御高役金割合帳　寺方村 文久3年 亥 2月  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
122-1





613 一ノ宮村船割･御進発御供給金割　 （慶応元年 10月ヵ）  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
122-3


























620 日野御伝馬触覚帳　寺方村名主善右衛門 寛政9 丁巳年 正月 元日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
78-2

















625 小行力人足廻り覚帳　（寺方村） 文化9年 申ノ 正月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
79-12-2
626 （村人足触当関係綴）　 （文政2 正月）  綴 /（79-17-1～2
は一綴）・1綴
79-17
627 日野御伝馬村入用帳（人足触当帳）　寺方村名主 文政2 己卯年 正月 吉日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
79-17-1
628 小行力人足廻り帳　寺方村名主 文政2 卯年 正月 吉日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
79-17-2
629 （村人足触当関係綴）　 （天保4年 正月）  綴 /（78-5-1～2は
一綴）・1綴
78-5





631 小行力人足触万覚帳　寺方村 天保4年 巳 正月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
78-5-2
632 （村人足触当関係綴）　 （天保7年 正月）  綴 /（78-6-1～2は
一綴）・1綴
78-6
633 御伝馬出人足触当帳　寺方村名主 天保7年 申 正月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
78-6-1
634 小行力人足村入用帳　 天保7年 申 正月 日  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
78-6-2
635 （村人足触当関係綴）　 （天保10年 正月）  綴 /（78-7-1～2は
一綴）・1綴
78-7
636 御伝馬触当帳　寺方村名主 天保10年 亥 正月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
78-7-1
637 小行力順廻り村入用帳　 天保10年 亥 正月  横長半 ・1冊〈7丁
墨〉
78-7-2






































645 岩堰反別覚帳　寺方村名主善右衛門 寛政5年 丑 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
93-1
646 絵図面筋御改ニ付岩堰絵図面裏書差上入用帳　 天保11年 子 10月  横長半 /（丁外
れ）・1冊〈4丁墨〉
94
647 （岩堰周辺絵図）　 （近世）  27.2×38.5 ・1鋪 227-4














































657 岩堰出人足覚帳　 寛政9年 巳ノ 3月 日  横長半 /（鼠食損
あり）・1冊〈6丁墨〉
88-2





659 岩堰出人足覚帳　寺方村･原関戸村組合 享和2年 戌 3月 18日始メ  横長半 /（虫損あ 
り）・1冊〈17丁墨〉
88-4
660 岩堰出人足覚帳　寺方村 文化元年 子ノ 3月 吉日  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
88-5
661 岩堰普請出人足覚帳　寺方村 文化2年 丑ノ 3月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
88-6









664 岩堰出人足覚帳　寺方村 天保10年 亥 3月 日  横長半 /（虫損あ 
り）・1冊〈13丁墨〉
88-9




666 （岩堰出人足･出シ米関係綴）　 （弘化4年）  綴 /（88-11-1～2
は一綴）・1綴
88-11
667 岩堰出人足覚帳　寺方村 弘化4年 未 3月 日  横長半 ・1冊〈14
丁墨〉
88-11-1
668 （出シ米書上）　 （弘化4年ヵ）  横長半 ・1冊〈1丁
墨〉
88-11-2









671 岩堰出人足覚帳　寺方村 安政4年 巳 3月  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
88-15
672 堰出人足覚帳　寺方村名主善九郎 安政7年 申 3月 吉日  横長半 /（紙縒破
損）・1冊〈8丁墨〉
88-16




















677 上和田一件に付日数日記帳　（寺方村） 天保13年 寅 6月 20日  横長半 /（鼠食損 
甚大）・1冊〈3丁墨〉
103

















































688 （岩堰山出入に付内済証文）　 （天保13年ヵ）  竪継紙 /（虫損あ
り）・1通
227-6
689 上和田村一件岩堰出入割合帳　寺方村 天保13年 寅 10月  横長半 /（鼠食損 
あり）・1冊〈8丁墨〉
106





















































































































































717 （村入用帳綴）　 （寛政4年 正月）  綴 /（71-6-1～2は
一綴）・1綴
71-6
718 村入用帳　寺方村善右衛門 寛政4年 壬子 正月 吉日  横長半 ・1冊〈9丁
墨〉
71-6-1
719 村入用帳　寺方村名主善右衛門 寛政4年 壬子 正月 吉日  横長半 ・1冊〈7丁
墨〉
71-6-2











722 村入用覚帳　寺方村名主善九郎 寛政12年 庚申 正月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
484-1
723 村入用覚帳　寺方村名主善九郎 享和4歳 甲子 正月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
71-11
724 村入用覚帳　寺方村名主善九郎 文化3 丙寅年 正月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
71-12
725 （村入用差引勘定関係綴）　 （文化6年 正月）  綴 /（71-13-1～3
は一綴）・1綴
71-13
726 持高村入用覚帳　寺［　　］（方村） 文化6年 己巳 正月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
71-13-1
727 日野伝馬村入用覚帳　寺方村名主善九郎 文化6年 己巳 正月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
71-13-2
728 小行力人足覚帳　寺方村名主善九郎 （文化6年） 巳 正月 日  横長半 ・1冊〈9丁
墨〉
71-13-3



















732 分金取立覚帳（村入用等差引に付）　名主善九郎 文化14年 午ノ 2月 吉日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
304
733 （村入用書上覚ヵ） ＊（前後欠）　 （近世）  横切継紙 ・1通 389
734 村入用覚帳　 （近世）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
453

























739 村入用差引勘定覚帳　名主善右衛門 （宝暦9年） 卯ノ 11月  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
72-3-1












































749 （村入用差引勘定関係綴）　 （寛政12年 12月）  綴 /（71-10-1～2
は一綴）・1綴
71-10
750 村入用勘定割合帳　寺方村名主善九郎 寛政12年 申ノ 12月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
71-10-1
751 日野御伝馬勘定割［　　］　（寺方村） 寛政12年 申ノ 12月  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
71-10-2




753 村入用指引勘定帳　寺方村 文化5年 辰ノ 12月 日  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈7丁墨〉
72-8








756 村入用勘定覚帳　寺方村名主善九郎 文化10年 申（酉） 極月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
71-14
























762 村入用勘定割合帳　 文政3年 辰 3月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
72-13






764 村方諸入用受取覚　 文政7年 8月 吉日  横帳半 /（破損甚
大）・1冊
502
765 村入用勘定帳　寺方村 文政7年 申 霜月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
71-20




767 村入用勘定帳　寺方村 文政9年 戌ノ 12月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
71-22








770 村入用勘定帳　寺方村組頭五三郎･名主善九郎 文政10年 亥ノ 極月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
71-23
































777 村入用勘定堰反掛り人足差引帳　寺方村名主善九郎 天保3年 辰 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
72-18




























784 村入用役銭割合勘定差引帳　寺方村名主善九郎 天保7年 申 12月  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈12丁墨〉
488
785 村入用勘定帳　寺方村名主善九郎 天保9年 戌ノ 12月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
71-30








































794 村入用差引勘定帳　名主善九郎 安政6年 未 12月 18日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈7丁墨〉
72-26
795 村入用差引勘定帳　名主善九郎 万延元年 申 7月 吉日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
72-27
796 ［　　］覚帳（村入用差引勘定帳） ＊（断簡）　名主善九郎 （近世）元年 ［　］月 朔日  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈9丁墨〉
511




798 （村入用諸色差引勘定書上） ＊本文墨消しあり　 （近世）  横長半 /（紙縒破
損）・1冊〈4丁墨〉
295-20





800 ［　　］村入用差引帳　名主善右衛門 （近世）  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
448
801 （村入用取立勘定帳） ＊（前欠）　 （近世）  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈6丁墨〉
484-4




803 （村入用勘定帳）　立会人政吉･長松 （近世）  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈4丁墨〉
513
804 （村入用等諸入用勘定帳） ＊（前欠）　 （近世）  横長半 /（綴じ外
れ）・1冊〈3丁墨〉
517
805 （入用金より荏代･大豆返り金差引勘定書上）　 （近世）  横長半 ・1冊〈1丁
墨〉
524














809 （伝馬出人足村入用関係綴）　 （天保3年 正月）  綴 /（82-1-1～2は
一綴）・1綴
82-1
810 御伝馬出人足村入用覚帳　寺方村名主 天保3年 辰 正月 日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
82-1-1




























818 御伝馬村入用覚［　　］　［　　］村名主 弘化5年 申 正月  横長半 /（破損甚
大）・1冊
501






























825 御伝馬出人足村人（入）用帳 ＊本文墨消あり　寺方村名主 万延2 酉年 正月 吉日  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
82-12






827 御伝馬出人足村入用帳　名主善四郎 元治元年 甲子 7月 吉日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
82-16










830 御伝馬村入用帳　両給 慶応4年 辰 7月 日  横長半 /（破損あ 
り）・1冊〈10丁墨〉
82-19
831 （五兵衛2貫8文伝馬出分ほか書上帳） ＊（前欠）　 （近世）  横長半 ・1冊 350



















836 日野御伝馬村入用割帳　名主伝兵衛（印）･同善九郎（印） 文化5年 辰ノ 12月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
79-7
837 日野御伝馬村入用割帳　名主伝兵衛･同善九郎 文化6年 巳ノ 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
79-8
838 日野御伝（馬）村入用割合帳　名主善九郎（印）･同伝兵衛 文化7年 午ノ 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
79-11
839 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同伝兵衛（印） 文化10年 酉ノ 12月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
79-13


























846 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保9年 戌 7月 5日  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
79-24
847 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保9年 戌 12月 15日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
79-23
848 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保10年 亥 7月 4日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
79-25




850 御伝馬村入用引訳勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保11年 子 7月 5日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
83-3
851 日野御伝馬村入用勘定帳　名主要蔵･同善九郎 天保11年 子 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
79-27
852 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保12年 丑 12月 5日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
79-28
853 御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･要蔵 天保13年 寅 7月 17日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
81-4-1
854 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保13年 寅 12月 11日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈6丁墨〉
79-29








857 御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保15年 辰 7月 8日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
81-7
858 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 天保15年 辰ノ 12月 12日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
79-32
859 （伝馬村入用差引勘定関係綴）　 （弘化2年 7月）  綴 /（81-10-1～2
は一綴）・1綴
81-10
860 御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･同要蔵 弘化2年 巳 7月 8日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
81-10-1
861 覚（水代差引勘定に付）　 （弘化2年ヵ）  横切紙 ・1通 81-10-2



































































872 日野御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎 安政5年 午 12月 20日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
79-44
873 御伝馬村入用勘定帳　立合人善九郎･儀右衛門 文久元年 酉 7月 9日  横長半 /（貼紙あ
り）・1冊〈6丁墨〉
81-16
874 御伝馬人足村入用勘定帳　名主代長松 文久2年 戌 7月 11日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
82-13




876 御伝馬村入用勘定帳　立合人幸内･長松 文久3年 癸亥 12月 15日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
81-18















880 御伝馬村入用勘定帳　 慶応3年 卯 7月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈6丁墨〉
81-26
881 御伝馬村入用引分勘定帳　 慶応4年 辰 4月 吉日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈7丁墨〉
83-12
882 御伝馬引分勘定帳 ＊（表紙後筆）｢消｣　 慶応4年 辰 7月 日  横長半 ・1冊〈7丁
墨〉
83-13
883 御伝馬村入用引分勘定帳　寺方村両給 明治元年 辰 12月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
83-14
884 （日野御伝馬村入用勘定帳）　名主善九郎･同要蔵 （近世） 酉ノ 12月 21日  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
322





886 （日野伝馬村入用勘定関係綴）　 （寛政8年 12月）  綴 /（79-2-1～2は
一綴）・1綴
79-2
887 日野御伝馬勘定帳 ＊（表紙後筆）｢三冊分｣　寺方村名主 寛政8 辰年 12月 日  横長半 ・1冊〈9丁
墨〉
79-2-1
888 村入用割［　　］　 寛政8 辰年 12月 日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
79-2-2










891 日野伝馬人足村入用差引勘定帳　寺方村名主善九郎 文化元年 子ノ 12月  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
79-5

























897 日野宿御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎･要蔵 文政7年 申 12月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈3丁墨〉
561
898 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主 文政8年 酉 12月 6日  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈4丁墨〉
560





900 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村 文政13年 寅 12月 6日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
462-2
901 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村 天保2年 卯 12月 6日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
462-1
902 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主善九郎･同要蔵 天保4年 巳 12月 5日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
469
903 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主善九郎･同要蔵 天保5年 午 7月 5日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
468
904 御伝馬人足割合勘定差引帳　寺方村名主善九郎 天保5年 午 7月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈2丁墨〉
83-1
905 日野宿御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主善九郎･同要蔵 天保5年 午 12月 19日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
470














909 日野宿御伝馬村入用［　　］　名主善九郎･同要蔵 天保8年 酉 7月 4日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
528
910 伝馬村入用勘定帳　寺方村 天保8年 酉ノ 7月  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
81-1




912 御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎 天保12年 丑 7月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
81-2
913 御伝馬村入用差引勘定帳　名主善九郎 天保13年 寅 7月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
81-5
914 御伝馬村入用勘定帳　名主善九郎 天保14年 卯 7月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
81-3




916 御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主善九郎 天保15年 辰 7月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
81-9














920 御伝馬村入用勘定帳　名主平右衛門 加（嘉）永元年 申 7月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
81-11-1




922 御伝馬村入用勘定帳　名主平右衛門 加（嘉）永2年 酉 7月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
81-12
923 日野御伝馬村入用勘定帳　 嘉永2年 7月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈6丁墨〉
498
924 御伝馬村入用勘定帳　名主平右衛門 加（嘉）永2年 酉 12月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
81-13




926 御伝馬村入用勘定帳　名主平右衛門 加（嘉）永4年 亥 7月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
81-15
927 御伝馬出人足御地頭御用向諸事控帳　名主平右衛門 加（嘉）永6年 丑 正月 日  横長半 ・1冊〈15
丁墨〉
86-2
928 御伝馬村入用差引勘定帳　名主平右衛門 嘉永6年 丑 7月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
83-5




930 日野宿御伝馬村入用差引勘定帳　名主善九郎 安政6年 未 7月 吉日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
79-45
931 日野宿御伝馬村［　　］（入用勘定帳）　 安政6年 未 7月  横長半 /（破損甚
大）・1冊
503
932 伝馬村入用差引勘定取立帳　名主善九郎 万延元年 申 12月 21日  横長半 ・1冊〈7丁
墨〉
83-6
933 御伝馬村入用差引勘定帳　名主善九郎 文久元年 酉 7月 10日  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
83-7
934 御伝馬村入用勘定差引帳 ＊本文墨消あり　 文久元年 酉ノ 12月  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
83-8
935 御伝馬村入用勘定差引帳 ＊本文墨消あり　 文久元年 酉ノ 12月  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
83-9
936 御伝馬人足村入用勘定帳　 文久2年 戌 7月 11日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
82-14
937 御馬村入用勘定差引帳　 文久2年 戌ノ 12月  横長半 ・1冊〈17
丁墨〉
83-10
938 御伝馬村入用勘定差引帳 ＊本文墨消あり　 文久2年 戌ノ 12月  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
83-11
939 御伝馬村入用勘定帳　名主善四郎 元治元年 甲子 12月 吉日  横長半 ・1冊〈19
丁墨〉
81-20
940 御伝馬村入用勘定帳　寺方村名主善四郎 慶応元年 丑 7月 日  横長半 ・1冊〈12
丁墨〉
81-21









943 御伝馬村入用勘定帳　 慶応4年 辰 7月 日  横長半 ・1冊〈9丁
墨〉
81-27
944 御伝馬村入用勘定帳　寺方村 明治2年 巳 9月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
81-28
945 日野伝馬勘［　　　　　］（日野宿伝馬勘定帳）　 寛政7年 卯 2月  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈5丁墨〉
554








948 （宿伝馬村入用取立勘定帳） ＊（前欠）　 （近世）  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
473














952 岩堰出人足反懸差引勘定帳　寺方村名主善九郎 享和3年 亥 12月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈4丁墨〉
90-2
953 岩堰出人足反掛り勘定帳　寺方村 文化元年 子 12月  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
89-2
954 岩堰反懸出人足割入勘定帳　 文化2年 丑 12月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
89-3


















959 未村入用勘定差引帳 ＊本文墨消あり　寺方村名主善九郎 文化8年 12月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
90-3-2


























965 岩堰反掛出人足勘定差引帳　寺方村名主善九郎 天保2年 卯 12月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
90-6
966 岩堰人足諸色帳　寺方村 天保7年 申 11月 5日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
89-12
967 （岩堰普請勘定帳関係綴）　 （天保13年 4～5月） 綴 /（90-7-1～2は
一綴）・1綴
90-7
968 岩堰普請出人足諸色勘定割合帳　寺方村善九郎 天保13年 寅ノ 4月 9日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
90-7-1
















973 堰反掛出入足差引勘定帳　名主善九良 安政5年 午 4月 吉日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
90-13
974 堰反掛取立帳　名主善九郎 安政6年 未 6月 15日  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
96





























981 岩堰反掛差引覚　 （近世）  横長半 /（丁外
れ）・1冊〈3丁墨〉
90-17
982 （川除入用･人足高書付） ＊（下部欠）　 （近世）  竪紙 /（虫損甚
大）・1通
225























987 堰扶持割合勘定帳　寺方村名主善九郎 享和元年 酉 極月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
91-3




989 （伝馬岩堰人足関係綴）　 （弘化3年 12月）  綴 /（95-1～2は
一綴）・1綴
95
990 伝馬岩堰村入用差引勘定帳　 弘化3年 午 12月 日  横長半 ・1冊〈8丁
墨〉
95-1
991 （出人足差引勘定書上）　 （弘化3年 午 12月ヵ）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
95-2
992 岩堰反掛村入用差引勘定帳　名主平右衛門 加（嘉）永5年 子 12月 日  横長半 ・1冊〈12
丁墨〉
90-8








995 岩堰反掛村入用差引勘定帳　名主善九郎 安政3年 辰 12月  横長半 ・1冊〈11
丁墨〉
90-11







997 ［　　］合村入用帳　寺方村 （近世） ［　］月 8日  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈2丁墨〉
509



































































































1012 村利帳 ＊（表紙のみ）　寺方村 天明5年 11月 吉日  横長半 ・1冊〈1丁
墨〉
457










1015 御地頭様御下ヶ金年賦割渡帳　名主善九郎 弘化元年 辰 12月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
113-1
1016 年賦金割合渡シ方帳　名主善九郎 弘化2年 巳 11月 日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
130

































































1029 武州多麻郡日野領寺方村人別持高改帳 ＊（後欠）　寺方村 元禄11年 寅 7月  半 ・1冊〈7丁墨〉 14-2




1031 御相給村方持高覚帳　寺方村名主善九郎 天保10年 亥 7月 日  横長半・1冊〈5丁
墨〉
9
1032 持高覚帳　名主善九郎 天保14年 卯 11月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈3丁墨〉
158-1
1033 持高帳　名主平右衛門 嘉永元年 申 7月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
158-2



















































































































































































































































































































































































1096 吉祥山寿徳寺勧化帳　寺方村惣檀中 文政4年 辛巳 2月 吉日  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
174-1








1099 寿徳寺焼失ニ付勧化帳　四ッ谷村旦中 文政13年 寅 3月  横長半 ・1冊〈3丁
墨〉
174-5














































































1117 東伊庵御年貢勘定帳　名主平右衛門（印）→東伊庵［印］ 延享3年 寅之 11月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈2丁墨〉
173-5






1119 東伊庵御年貢勘定帳　名主平右衛門（印）→東伊庵［印］ 寛延元年 辰之 11月  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈2丁墨〉
173-6
1120 東伊庵御年貢勘定帳　名主平右衛門（印）→東伊庵［印］ 寛延2年 巳ノ 12月  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
173-7
1121 東伊庵御年貢勘定帳　名主平右衛門（印）→東伊庵［印］ 寛延3年 午之 12月  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
173-8
























1128 山神普請諸入用覚帳　惣氏子中 文化5年 辰 4月 13日  横長半 /（虫損甚
大）・1冊〈2丁墨〉
177-1




















































1141 （紙縒）　 （近世）  紙縒 ・1点 458
1142 （付箋） ＊（墨書）「七拾七」　 （近世）  小切紙 ・1枚 508





1144 （白紙）　 （近世）  横折紙 /（破損）・
1点
539
1145 （断簡） ＊（墨書）｢善［　　　］ 一、百四拾八｣　 （近世）  小切紙 ・1通 565
1146 （破片状になった断簡一括）　 （近世）  小切紙 ・1点 566
1147 （白紙）　 （近世）  切紙 ・1点 218-1
1148 （白紙）　 （近世）  竪紙 ・1点 227-2-1
1149 （裁許絵図裏書写） ＊（断簡）　 （近世）  竪紙 /（虫損あ
り）・1通
323
1150 （包紙） ＊（包紙上書）｢書付」　寺方村善四郎･一ノ宮村赤輔（近世）  包紙 ・1点 339
1151 （横帳断簡） ＊村入用関係帳簿の断簡ヵ　 （近世）  切紙 ・1通 359
1152 （書付断簡）　 （近世）  切紙 ・1通 362
1153 （白紙）　 （近世）  竪紙 ・1通 365
1154 （白紙）　 （近世）  横折紙 ・1点 373
1155 （白紙）　 （近世）  竪紙 ・1点 375
1156 （白紙）　 （近世）  竪紙 ・1通 394
1157 （包紙） ＊（包紙上書）「絵図面本書」　 （近世）  竪紙 ・1点 420
1158 （紙縒）　 （近世）  紙縒 ・1点 429
1159 （白紙）　 （近世）  切紙 ・1点 431
1.寺方村名主/15.寺社/8.祭礼
― 91―
1160 （横帳断簡） ＊畑方御年貢取立帳の一部ヵ　名主善右衛門 （近世）  横長半 /（破損甚
大）・1冊〈6丁墨〉
486























1165 御触書写（年貢皆済金納方に付）　神奈川県裁判所 （明治2年） 巳 12月 16日  半 /（虫損あり）・
1冊〈3丁墨〉
165-2












































































































































































































































1208 田方反別位付其外仕訳帳（中組分）　（寺方）村 明治2年 巳 9月 日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
31








1212 田方御年貢取附反別覚帳　寺方村役人 明治4年 未 12月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
150

































































1223 廻村順（村々田方巡検に付）　 （明治3年）  横折紙 ・1通 544-2




1225 （検見入用書上）　 （明治4年 9月ヵ）  折紙 /（虫損あり） 
・1通
34-2-2




1227 明治四年未田方御検見入用控　寺方村 （明治4年）  横長半 /（破損あ
り）・1冊〈5丁墨〉
146



















1232 畑方御年貢取立帳 下組写（夏成に付） ＊（写）　 明治2年 巳 7月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
48-3











1235 巳田方御年貢残金取立帳　寺方村 明治3年 午 5月 日  横長半 ・1冊〈13
丁墨〉
59




1237 畑方夏成御年貢取立帳　寺方村中組･下組 明治3年 午 6月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
53-4




1238 畑方皆済御年貢取立帳　寺方村 明治3年 午 11月 10日  横長半 /（虫損あ
り）・1冊〈8丁墨〉
63
186 畑方秋成御年貢取立帳　寺方村 明治4年 未 9月 日  横長半 ・1冊〈10
丁墨〉
54-7
1239 田方御年貢取立帳　寺方村 明治4年 未 12月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
47-11





















































































































1264 横継往還御用掛人足書出帳控　寺方村 明治3年 午 11月  横長半 ・1冊〈13
丁墨〉
84-2



















1269 岩堰反別覚帳　 明治3年 午 12月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
93-2

































1277 御伝馬村入用勘定帳（村入用書上帳）　寺方村 明治4年 未 7月 日  横長半 ・1冊〈11
丁墨〉
81-29



















1283 御検見・山神入用附込帳　 明治3年 午 9月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
179


































1291 明細帳下調控　中下組 明治3年 午 11月 日  横長半 ・1冊〈19
丁墨〉
156-2





















































































1305 （戸数人別改帳） ＊（前欠）　 （明治）  半 /（破損甚大）・
1冊〈3丁墨〉
516




































































































































































1340 （寿徳寺境内･田畑絵図）　 （明治）  33.5×24.0・1鋪 360
2.12.3.山神社











1344 山神太鼓勧化并祭礼入用覚帳　寺方村･新田村 明治3年 午 9月 日  横長半 ・1冊〈4丁
墨〉
178-2
1345 山神太鼓勧化祭礼勘定帳　寺方村･落川新田 明治3年 午 9月 日  横長半 ・1冊〈5丁
墨〉
178-5
1346 （山神太鼓勧化出穀関係綴）　 （明治3年 午 9月）  綴 /（178-6-1～2
は一綴）・1綴
178-6
1347 山神太鼓勧化出穀覚帳　寺方村･落川新田 明治3年 午 9月 日  横長半 ・1冊〈6丁
墨〉
178-6-1
1348 （勧化米売払代金書上）　 （明治3年 9月）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
178-6-2
1349 （山神太鼓勧化祭礼勘定帳）　 （明治3年 9月）  横長半 ・1冊〈2丁
墨〉
178-7








1352 新倉順之助殿借用金返金控　 （明治3年 11月ヵ）  竪紙 ・1通 178-9-2
2.12.4.稲荷社･山王社
































































1365 （旧境内4反2畝5歩ほか反別書上）　 （明治）  切紙 ・1通 327-1
1366 拾六号（3等田8畝26歩ほか反別書上）　 （明治）  横折紙 ・1通 327-2





















































































































































































































































































1441 小作請負手形之事（田畑合1反9畝7歩に付） ＊（後欠）　 （近世）  竪紙 ・1通 415
4.2.家政
4.2.1.由緒



















1447 書出し（いわし･釘･酒･傘等代金書上） ＊（後欠）　 （近世）  横切継紙 ・1通 297-81

































1456 もくろく（こんふ1折ほか結納物書上）　 （近世）  横切紙 ・1通 297-93















































































































































































































































































1530 （小学読本巻3　10頁･27頁）　 （明治）  木版 ・2通 297-76
4.2.14.諸書付































1536 祠掌増員願（社務多忙に付） ＊（下書）　 （明治）  竪切紙 ・1通 308
4.5.白紙
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　1.2. 請書　………………………………………………………………………………………………… 129
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めることとなり、さらには短期間ではあるものの、宝永 2～ 5年（1705 ～ 08）には江戸火之番の任務
も命じられている。
　千人頭は旗本身分で、鑓奉行支配に属した。河野家では、寛永 8年（1631）3 月 4 日に武蔵・上総


















































































1. 八王子千人頭（79 レコード、収録年次は年代判明分で弘治 2年～慶応元年、以下同様）
　この大項目には、千人頭の職務に関わる公的文書を、1. 申渡書・沙汰書、2. 請書、3. 勤向、4. 由緒・
格式・先例、5. 来状の 5 つの中項目に分けて収録した。







3. 勤向（47 レコード、寛永 15 年～万延元年）
― 122 ―
　この項目には、千人頭の職務遂行にともなって作成・収受された文書を集めた。











人同心史編纂委員会編『八王子千人同心関係史料集』第 1集～第 4集（八王子市教育委員会、1988 ～
91 年）には、八王子市郷土資料館寄託の「河野家文書」に残された千人頭の「月番日記」が網羅的に翻
刻収録されているので、これらも参照していただきたい。
　「4. 日光御番」（27 レコード、慶安 5年～明和 2年）には、慶安 5年（承応元年・1652）6 月から八
王子千人同心に課せられた日光御番（日光勤番・日光火之番ともいう）に関する文書を収めた。日光
御番は、千人頭 2名とそれぞれが指揮する 1組 50 名ずつの計 100 名の同心からなり、1回の期間は
50 日で、10 組が相互に交替して勤めるものと規定された（ただし、寛文 12 年～貞享元年および寛政




　「5. 江戸火之番」（9レコード、宝永 2年～宝永 5年）には、宝永 2年（1705）2 月から同 5年 3月ま
での 3年間にわたって千人頭・同心が勤めた江戸火之番（江戸火消役）に関する文書を収めた。この





てほしいとの願書を提出した（№ 54）。結局、幕府はこの願いを聞き入れて、同年 3月 18 日に江戸火
之番の解除を申し渡している。












伴右衛門は 7代通有、四郎左衛門は 10 代通泰、仲次郎は 13 代通聿であり、前記した歴代当主の没年
などから書状のおおよその作成時期が推定できよう。
2. 河野家（129 レコード、天正 10 年～文久元年）
　この大項目には、河野家の由緒・系譜、知行所経営、家政などの私的な内容に関わる文書を、1. 家





め仮の相続人を決めることをいう。安永 7年と推定される 4月 16 日付「（河野松蔵殿御蔵証文出候旨
並びに御礼勤め等の儀に付達書）」（№ 60）は、前年 11 月に 17 歳で家督を相続した河野松蔵（通泰）
が初めて御蔵証文を下付されたときのものと考えられ、万年遠江守より千人頭肝煎の石坂彦三郎に対
して、これにともなう諸方への御礼勤めに関する指示を記したものと推定される。また、文久紀元辛
酉年（1861）10 月 2 日付「（河野通斐の選名書）」（№ 114）は、14 代当主となる章一郎（はじめ通斐、
のち通章）が誕生した際、叔父にあたる志村貞廉（署名は「志村廉」であるが、横に捺された印には「貞
廉」とある）が選んだ諱を書き記したものである。






　「1. 先祖書・親類書・遠類書」（43 レコード、天和 2年～弘化 3年）には、河野家の歴代当主が幕
府へ提出した先祖書・親類書・遠類書や、弘化 3年（1846）に行われた河野家による系譜改めに関わ
る文書を集めた。なお、年次未詳の「（河野家・窪田家系譜書綴）」（№ 98-1 ～ 8）には、河野家だけで
― 124 ―
なく、窪田家に関わる明細短冊や系図も合綴されているので注意されたい。
　「2. 古証文写」（1レコード、天正 10 年）には、天正 10 年（1582）に河野家が甲斐国内で本給を宛
行われた際の証文の写などを収めた。




3. 知行所（42 レコード、元和元年～安政 4年）
　河野家は、寛永 8年（1631）3 月 4 日に武蔵国都筑郡山田村（216 石 8 斗余）・大棚村（8石 9斗余）、
上総国周淮郡台村（2石 7斗余）・作木村（22 石 3 斗余）の計 268 石 7 斗余に開発地 4石 3斗を加えた
合計 273 石 2 斗余を知行地として下賜された。山田村・大棚村は現在の神奈川県横浜市都筑区の一部、
台村・作木村は千葉県君津市の一部にあたる。この項目では、これらの知行所および支配村々に関す
る文書を収録した。




こ あ る き
歩行御用など人夫賦課に関わる文書を集めた。





































　・村上直編『江戸幕府八王子千人同心〔増補改訂〕』（雄山閣出版、初版 1988 年・増補改訂版 1993 年）
　・『八王子千人同心関係史料集』第1集～第8集（八王子市教育委員会、1988～1991年・1998～2001年）




　・『新八王子市史』資料編 4近世 2（八王子市、2015 年）
　・『新八王子市史』通史編 3・4近世（上）（下）（八王子市、2017 年）
― 126 ―









































8 寅年御上洛御扶持方 ＊（写）　 （寛永15） 寅年  横長半 ・1冊 111-1
















13 嘉永七甲寅六月当直月番日記　河野仲次郎越智通聿［印］嘉永7 甲寅年 6月  半 ・1冊 12



















18 日光江御社参之帳 ＊（写）　 寛文3 卯年 4月 13日  横長美 ・1冊 1






















































































































































































63 右源太殿御家督之節例書等写之　 （近世）  半 ・1冊 16




65 （諸役人御座席）　 （近世）  竪紙 ・1通 70-2






68 （権現様･大猷院様･厳有院様へ召し出され候覚）　 （近世）  竪継紙 ・1通 97-3


































































































































































































































































118 （河野太郎右衛門･伝兵衛など先祖書抜）　 （弘化3年）  竪継紙 /（貼紙剥
離）・1通
95-10
119 （河野家･窪田家系譜書綴）　 （近世）  綴 /（98-1～8は
一綴）・1綴
98-1～8
120 （河野家由緒書）　 （近世）  竪継紙・1通 98-1
121 （河野家戒名書付）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-2
122 （窪田甚右衛門明細短冊）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-3
123 （河野家親類書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-4
124 （河野家系譜書）　 （近世）  半 ・1冊 98-5
125 （下窪田家系図）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-6
126 （河野家系譜書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 98-7
2.河野家/2.由緒･系譜/1.先祖書･親類書･遠類書
― 136―






128 （徳川家系譜書上綴）　 （近世）  綴 /（98-23～26
は一綴）・1綴
98-23～26
129 （徳川家系譜書） ＊（下書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 98-23
130 （秀忠･家光･家綱上洛･御社参書付） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-24
131 （家康･秀忠閲歴書付） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-25
132 （家康閲歴書付） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-26
133 （上意の有無並びに歴代将軍など没年書上）　 （近世）  折紙 ・1通 119-3
2.2.4.他家の系譜
134 （諸家系譜書綴）　 （近世 ～明治） 綴/（98-9～22は
一綴） ・1綴
98-9～22
135 （系譜書） ＊（端裏書）「植田十兵衛より借用書」/（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-9
136 （系譜書） ＊（下書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 98-10-1
137 （坪内家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-10-2
138 （最上家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-11
139 （上杉家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-12
140 （大友家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-13
141 （原田家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 98-14
142 （成瀬家系譜ヵ） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-15
143 （結城家系図） ＊（下書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 98-16
144 （設楽家禄高･屋敷地書付） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-17
145 藩翰譜（平岡家由緒書抜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-18
146 （河野通聿経歴書付） ＊（下書）　 （明治）  竪紙 ・1通 98-19
147 （新田家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-20
148 （京極家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通 98-21
149 （武田家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪紙 ・1通〈2枚〉 98-22
150 （上窪田家系譜） ＊（下書）　 （近世）  竪継紙 ・1通 99
151 薩州分限帳略書抜　 （近世）  竪継紙 ・1通 113



































162 申ノ御年貢百姓衆未進　織茂弥太夫（印） 天和元 酉（年） 12月 28日  横長半 ・1冊 24
163 未御年貢百姓衆未進　織茂弥太夫（印） 天和元 酉（年） 12月 28日  横長半 ・1冊 25
164 覚（知行所物成高書付）　 （近世） 3月  竪切紙 ・1通 34-3
165 覚（知行所物成高書付）　 （近世） 3月  竪切紙 ・1通 34-4
166 覚（知行所物成高書付） ＊（端裏書）「留書」　 （近世）  竪切紙 ・1通 34-1




















































































































































































199 寄友人（七言絶句） ＊（端裏書）｢寄友人｣　 （近世）  竪紙 /（虫損あ
り）・1通
119-5-2




201 和歌「君の世ハさかへ久しきなか月の…」　貞正 （近世）  短冊 ・1通 120-1-1
202 短歌「愛度も霜の降はに…」　 （近世）  竪紙 ・1通 120-1-2
203 三陽武編全集序　石坂山人識 （近世）  豆本 ・1冊 120-9
204 排悶雑記（明治維新関係雑記録）　山容水態居 （明治）  半 ・1冊 26
2.6.教育
206 述幼稚園之法制文　 （明治）  竪継紙 ・1通 117
2.7.袋･包紙
207 （袋）　 （近世）  袋 ・1点 119-1







発 行 者 人間文化研究機構　国文学研究資料館
編 集 学術資料事業部
 〒 190 -0014
 東京都立川市緑町 10 3
 電話　050 5533 2900（代）
印 刷 株式会社アズディップ
©人間文化研究機構　禁無断複写
（本目録は国文学研究資料館史料館の『史料館所蔵史料目録』（第 78 集まで発行）を継続しています。）
ISBN 978-4-87592-197-4
ISSN 2435-2055
ISBN 978-4-87592-197-4
ISSN 2435-2055
